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平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度
社社
会会
参参
加加
推推
進進
協協
議議
会会
をを
開開
催催

〜〜
道道
のの
平平
成成
二二
十十
二二
年年
度度
のの
事事
業業
予予
算算
案案
がが
固固
まま
るる
〜〜

平
成
二
十
一
年
度
北
海
道
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
（
会
長

赤
坂
勝
北
身
協
会

長
）が
、
二
月
一
八
日
�
に
札
幌
市
内
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
身
体
、
知
的
、
精
神
の
各
障
害
者
団
体
や
関
係
行
政
機
関
の
各
委
員
が
出

席
し
て
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
直
後
の

協
議
会
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
始
め
に
会
長
及
び
副
会
長
の
選
任
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

各
障
害
者
団
体
か
ら
「
本
年
度
の
事
業
実
施
状
況
」
の
報
告
が
、
続
い
て
北
海
道
保
健
福
祉

部
福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
か
ら
「
平
成
二
十
二
年
度
北
海
道
の
障
害
者
社
会
参
加
推

進
施
策
の
概
要
」
の
説
明
が
、
そ
の
後
、
北
海
道
労
働
局
か
ら
「
障
害
者
の
雇
用
状
況
（
平

成
二
十
一
年
六
月
一
日
現
在
）」
の
報
告
が
行
わ
れ
、
協
議
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

【
主
な
概
要
】

会
長
及
び
副
会
長
の
選
任
の
結
果
、

会
長
に
は
赤
坂
勝
北
身
協
会
長
が
、

副
会
長
（
身
体
）
に
は
干
野
章
人
（
ほ

し
の
あ
き
と
）道
肢
連
常
務
理
事
が
、

同
じ
く
副
会
長
（
知
的
）
に
は
相
澤

劉
（
あ
い
ざ
わ
き
よ
し
）
道
育
成
会

事
務
局
長
が
、
同
じ
く
副
会
長
（
精

神
）
に
は
合
羽
井
徹
（
か
わ
い
と
お

る
）
道
精
神
家
族
連
合
会
長
が
選
任

さ
れ
た
。
続
い
て
、
赤
坂
会
長
の
挨

拶
の
後
、

同
会
長
の

進
行
に
よ

り
、
各
障

が
い
者
団

体
か
ら「
平
成
二
十
一
年
度
の
事
業

実
施
状
況
」の
報
告
が
行
わ
れ
、そ
の

後
、北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局
障

が
い
者
保
健
福
祉
課
柏
木
主
任
か
ら

「
平
成
二
十
二
年
度
北
海
道
の
障
害
者

社
会
参
加
関
連
事
業
の
概
要
」の
説

明
が
あ
っ
た
。概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
身
体
障
害
者
関
係
】

▼
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

九
九
九
千
円

聴
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
す
る
者
に
対
し
、
要
約
筆

記
の
技
術
や
知
識
を
習
得
す
る
た
め

の
講
習
会
を
開
催
す
る
。

▽
点
字
・
朗
読
奉
仕
員
指
導
者
等
養

成
事
業

一
、五
九
六
千
円

視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
す
る
者
に
対
し
、
点
訳
の

指
導
技
術
並
び
に
朗
読
の
技
術
及
び

知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を

開
催
す
る
。

▽
手
話
通
訳
者
養
成
事
業

三
、四
三
二
千
円

手
話
通
訳
者
を
養
成
す
る
た
め
、

聴
覚
障
が
い
者
等
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
す
る
者
に
対
し
、
手
話
通

訳
の
技
術
及
び
知
識
を
習
得
す
る
た

め
の
講
習
会
を
開
催
す
る
。

▽
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業六

四
二
千
円

聴
覚
障
が
い
者
等
が
会
議
等
に
参

加
す
る
場
合
に
お
い
て
、
円
滑
な
意

思
の
疎
通
を
図
る
た
め
、
手
話
通
訳

者
を
派
遣
す
る
。

▽
字
幕
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

二
、〇
八
四
千
円

聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
情
報
提

供
及
び
生
活
文
化
の
向
上
を
図
る
た

め
、
テ
レ
ビ
番
組
等
に
字
幕
、
手
話

を
挿
入
し
た
ビ
デ
オ
及
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

制
作
、
貸
し
出
し
を
行
う
。

▽
音
声
機
能
障
害
者
発
生
訓
練
・
指

導
者
養
成
事
業

二
、五
三
九
千
円

疾
病
等
に
よ
り
咽
頭
を
摘
出
し
、

音
声
機
能
を
喪
失
し
た
者
に
対
し
、

発
声
訓
練
を
行
う
ほ
か
、
発
声
訓
練

に
携
わ
る
指
導
者
を
養
成
す
る
。

▽
視
覚
障
害
者
情
報
提
供
等
事
業

二
、〇
八
四
千
円

毎
日
の
新
し
い
新
聞
情
報
等
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け
取
り
、
地
域

の
視
覚
障
が
い
者
に
点
字
物
等
と
し

て
提
供
す
る
。

▽
身
体
障
害
者
補
助
犬
育
成
事
業

一
七
、八
六
五
千
円

身
体
障
が
い
者
の
就
労
や
日
常
生

活
等
を
支
援
す
る
補
助
犬
の
育
成
か

ら
貸
与
ま
で
に
要
し
た
費
用
に
つ
い

て
助
成
を
行
う
。

▽
中
途
視
覚
障
害
者
社
会
適
応
推
進

事
業

二
、〇
〇
〇
千
円

中
途
視
覚
障
が
い
者
を
主
た
る
対

象
に
、
社
会
参
加
の
意
欲
を
高
め
、

早
期
の
社
会
復
帰
を
促
進
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
社
会
適
応
訓

練
を
行
う
た
め
の
費
用
に
つ
い
て
助

成
を
行
う
。

▽
視
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
運
営

事
業

六
三
、二
四
一
千
円

点
字
、
録
音
図
書
の
作
成
、
貸
出
、

収
集
、点
訳
・
朗
読
奉
仕
者
の
養
成
、

点
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
情
報
提
供
等
事
業
に
補
助
す
る
。

▽
手
話
通
訳
者
設
置
事
業

五
一
、八
三
八
千
円

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
た

め
、
手
話
通
訳
者
を
設
置
し
、
援
護

実
施
機
関
へ
の
仲
介
伝
達
、
派
遣
要

請
に
基
づ
く
派
遣
、
手
話
の
普
及
啓

発
等
を
行
う
。

▼
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事

業

三
、四
五
二
千
円

盲
ろ
う
者（
視
覚
と
聴
覚
に
と
も
に

障
が
い
の
あ
る
方
）を
対
象
に
、コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
移
動
等
の
支

援
を
行
う
通
訳
・
介
助
員
を
派
遣
す

る
。

【
身
体
・
知
的
障
害
者
関
係
】

▼
身
体
・
知
的
障
害
者
生
活
訓
練
事

業

三
、二
九
三
千
円

身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者

が
地
域
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
知

識
と
技
術
の
習
得
を
図
る
た
め
、
日

常
生
活
、
社
会
生
活
に
関
す
る
各
種

訓
練
等
を
実
施
す
る
。

▼
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業

二
八
二
千
円

障
が
い
者
が
都
道
府
県
間
等
を
移

動
す
る
場
合
に
、
そ
の
目
的
地
に
お

い
て
必
要
と
な
る
外
出
介
護
員
（
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
）
を
確
保
す
る
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
。

【
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
関
係
】

▽
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

五
一
、三
八
四
千
円

大
会
開
催
（
北
海
道
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
同
冬
季
大
会
、
は
ま

な
す
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
）、
大

会
派
遣
（
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
）、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養

成
事
業
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
普
及
促

進
事
業

▼
「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」
運
営
事

業

二
、四
七
〇
千
円

障
が
い
者
の
権
利
擁
護
に
係
る
相

談
等
に
対
応
す
る
た
め
、
常
設
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
弁
護
士
等
に
よ
る

相
談
対
応
を
行
う
ほ
か
、
各
地
で
巡

回
相
談
を
行
う
。

▽
市
町
村
地
域
生
活
支
援
事
業

八
一
一
、二
一
七
千
円

障
が
い
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生

活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
利
用
者
の
状
況
等
に
応
じ

た
柔
軟
な
事
業
形
態
に
よ
る
事
業
を

効
率
的
・
効
果
的
に
実
施
す
る
。

▽
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
等
事
業

費
補
助
金

二
三
八
、四
八
四
千
円

障
が
い

者
の
創
作

活
動
や
社

会
と
の
交

流
促
進
の

た
め
市
町

村
が
設
置

す
る
地
域

活
動
支
援

セ
ン
タ
ー

等
事
業
に

補
助
す
る
。

▼
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

五
、八
一
八
千
円

障
が
い
者
の
多
種
多
様
な
需
要
の

把
握
か
ら
対
応
ま
で
を
一
本
化
し
、

社
会
参
加
促
進
施
策
の
体
系
的
、
効

率
的
な
推
進
を
図
る
障
害
者
社
会
参

加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
運
営
経
費
に
つ

い
て
補
助
す
る
。

【
知
的
障
害
者
関
係
】

知
的
障
害
者
生
活
文
化
教
室
開
催
事

業

一
、三
一
五
千
円

知
的
障
が
い
者
の
余
暇
活
動
の
促

進
を
図
り
、
ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
地
域
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
書
道
、
絵
画
、
手

工
芸
な
ど
の
各
種
教
室
を
開
催
す
る
。

【
精
神
障
害
者
関
係
】

▽
精
神
保
健
福
祉
推
進
員
養
成
事
業

二
、八
三
三
千
円

精
神
疾
患
の
特
性
の
正
し
い
理
解

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
知

識
な
ど
を
習
得
す
る
た
め
、
養
成
講

座
を
開
催
し
、
精
神
障
が
い
者
に
対

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
。

▽
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
支
援
事
業

一
、〇
三
〇
千
円

精
神
障
が
い
者
回
復
者
ク
ラ
ブ
及

び
関
係
者
に
対
し
、
精
神
障
が
い
者

が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
行
え
る

よ
う
、
情
報
提
供
等
に
よ
る
支
援
を

行
う
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
。

▽
精
神
障
害
者
家
族
相
談
員
設
置
事

業

一
、六
三
一
千
円

精
神
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
が
安

心
し
て
地
域
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
相
談
に
応
じ
、
保
健
所

等
の
相
談
機
関
へ
の
橋
渡
し
を
行
う

た
め
、
精
神
障
害
者
家
族
相
談
員
を

設
置
す
る
。

▽
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

二
〇
三
、一
六
九
千
円

精
神
科
病
院
に
入
院
し
て
い
る
精

神
障
が
い
者
の
う
ち
、
症
状
が
安
定

し
て
お
り
、
入
院
治
療
の
必
要
性
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
院
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
、
活

動
の
場
を
与
え
、
退
院
の
た
め
の
訓

練
を
行
う
こ
と
に
よ
り
社
会
復
帰
を

支
援
す
る
。

▽
精
神
保
健
職
親
事
業

一
三
、二
一
七
千
円

職
親
と
な
る
事
業
者
に
職
業
を
通

じ
た
社
会
適
応
訓
練
を
委
託
し
て
、

精
神
障
が
い
者
の
社
会
的
自
立
を
図

る
と
と
も
に
、
併
せ
て
職
親
の
研
修

会
や
表
彰
を
実
施
す
る
。

注

▼
印
の
事
業
は
、
北
海
道
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
（
障
害
者
社
会

参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
）
の
受
託
事

業
で
す
。

続
い
て
、
北
海
道
労
働
局
職
業
安

定
部
職
業
対
策
課
長
谷
田
幹
雄
地
方

障
害
者
雇
用
担
当
官
か
ら
、
昨
年
六

月
現
在
の「
障
が
い
者
の
雇
用
状
況
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

意
見
交
換
を
行
な
っ
て
終
了
し
た
。

な
お
、
北
海
道
労
働
局
か
ら
提
供

が
あ
っ
た
資
料
は
、紙
面
の
都
合
上
、

来
月
以
降
の
新
聞
で
掲
載
予
定
で

す
。）

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
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毎 月 ２５日発行
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「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

守

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
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三
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北北
海海
道道
障障
がが
いい
者者
条条
例例
がが
本本
格格
施施
行行

平平
成成
二二
十十
二二
年年
四四
月月
一一
日日
施施
行行

障
が
い
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
権
利
擁
護
と
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
北
海
道
障
が
い
者
条
例
（
略
称
）
が
、
平
成

二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
本
格
的
に
施
行
さ
れ
る
。こ
の
条
例
は
幅
広
く
、

様
々
な
取
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
主
な
施
策
は
三
つ
の
柱
か
ら

な
っ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
何
回
か
に
分
け
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
今
月
は
「
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

■

障
が
い
の
あ
る
方
が
暮
ら
し
や

す
い「
地
域
づ
く
り
」を
進
め
ま

す
。（
最
初
の
柱
）

①

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
身
近
な
地
域
に
、
何
で
も
相

談
で
き
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

そ
の
窓
口
で
困
り
ご
と
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
、
地
域
の
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
関
係
者
が
連

携
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
や

解
決
に
つ
な
げ
る
仕
組
作
り
が
必

要
で
す
。

②

道
で
は
、
こ
う
し
た
仕
組
作
り

を
進
め
る
た
め
に
、「
地
域
づ
く

り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
各
地
域
に
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
地
域
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
を
配
置
し

て
、
各
市
町
村
や
地
域
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

障障
害害
者者
自自
立立
支支
援援
法法
違違
憲憲
訴訴
訟訟
にに
つつ
いい
てて

「「
原原
告告
団団
とと
弁弁
護護
団団
がが
国国
とと
合合
意意
・・
終終
結結
にに
」」

原
則
一
割
の
利
用
者
負
担
を
制
度
化
し
た
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
憲

法
違
反
で
あ
る
、
と
の
「
自
立
支
援
法
違
憲
訴
訟
」
が
、
全
国
十
四
カ
所

の
地
方
裁
判
所
に
対
し
て
七
十
一
名
が
提
訴
し
て
い
た
が
、
原
告
団
と
弁

護
団
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日
、
訴
訟
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
で
国（
厚

生
労
働
省
）
と
の
合
意
が
行
わ
れ
た
。
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
障
害
者
自
立
支
援
法
廃
止
の
確
約

と
新
法
の
制
定

国
は
、
速
や
か
に
応
益
負
担
（
定

率
負
担
）
制
度
を
廃
止
し
、
遅
く
と

も
平
成
二
十
五
年
八
月
ま
で
に
、
自

立
支
援
法
を
廃
止
し
、
新
た
な
総
合

的
な
福
祉
法
制
を
実
施
す
る
。
そ
こ

に
お
い
て
は
、
障
害
福
祉
施
策
の
充

実
は
、
憲
法
等
に
基
づ
く
障
害
者
の

基
本
的
人
権
の
行
使
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

■
自
立
支
援
法
制
定
の
総
括
と
反
省

国
は
、
憲
法
等
に
基
づ
き
違
憲
訴

訟
を
提
訴
し
た
原
告
ら
の
思
い
に
共

感
し
、こ
れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
。

ま
た
、
十
分
な
実
態
調
査
の
実
施
や

障
害
者
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
る

こ
と
な
く
、
応
益
負
担（
定
率
負
担
）

の
導
入
等
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
障

害
者
、
家
族
等
に
多
大
な
混
乱
と
生

活
へ
の
悪
影
響
を
招
き
、
障
害
者
の

人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
深
く
傷
つ
け

た
こ
と
に
対
し
心
か
ら
反
省
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
反
省
を
踏
ま
え
今
後

の
施
策
立
案
・
実
施
に
当
た
る
、な
ど
。

■
新
法
制
定
に
当
た
っ
て
の
論
点

原
告
団
・
弁
護
団
か
ら
は
、
利
用

者
負
担
の
あ
り
方
等
に
関
し
て
、
以

下
の
指
摘
が
さ
れ
た
。

①
支
援
費
制
度
の
時
点
及
び
現
在
の

自
立
支
援
法
の
軽
減
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
時
点
の
負
担
額
を
上
回
ら

な
い
こ
と
。

②
少
な
く
と
も
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
に
は
利
用
者
負
担
を
さ
せ
な

い
こ
と
。

③
収
入
認
定
は
障
害
児
者
本
人
だ
け

で
認
定
す
る
こ
と
。

④
介
護
保
険
優
先
原
則
を
廃
止
し
、

障
害
の
特
性
を
配
慮
し
た
選
択
制

等
の
導
入
を
図
る
こ
と
。

⑤
実
費
負
担
に
つ
い
て
は
平
成
二
十

一
年
十
一
月
二
十
六
日
公
表
の

「
実
態
調
査
」の
結
果
を
踏
ま
え
、

早
急
に
見
直
す
こ
と
。

⑥
重
度
の
障
害
者
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
支
給
量
を
保
障
し
、
個
々
の

支
援
の
必
要
性
に
即
し
た
決
定
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
、
支
給
決
定
の

過
程
に
障
害
者
が
参
画
す
る
協
議

の
場
を
設
置
す
る
な
ど
、
そ
の
意

向
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
制
度
と

す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
国
庫
負

担
基
準
制
度
、
障
害
程
度
区
分
制

度
の
廃
止
を
含
め
た
抜
本
的
な
検

討
を
行
う
こ
と
。

国
は
、「
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
本
部
」
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
障

が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」や「
部

会
」
に
お
け
る
新
た
な
福
祉
制
度
の

構
築
に
当
た
っ
て
は
、
現
行
の
介
護

保
険
制
度
と
の
統
合
を
前
提
と
は
せ

ず
、
本
訴
訟
に
お
け
る
原
告
ら
か
ら

指
摘
さ
れ
た
自
立
支
援
法
の
問
題
点

を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、

障
害
者
の
現
在
の
生
活
実
態
や
ニ
ー

ズ
な
ど
に
十
分
配
慮
し
た
上
で
、
権

利
条
約
の
批
准
に
向
け
た
障
害
者
の

権
利
に
関
す
る
議
論
、
前
記
「
実
態

調
査
」
の
結
果
も
考
慮
し
、
し
っ
か

り
検
討
を
行
い
、
対
応
し
て
い
く
。

①
利
用
者
負
担
の
あ
り
方

②
支
給
決
定
の
あ
り
方

③
報
酬
支
払
い
方
式

④
制
度
の
谷
間
の
な
い
「
障
害
」
の

範
囲

⑤
権
利
条
約
批
准
の
実
現
の
た
め
の

国
内
法
整
備
と
同
権
利
条
約
批
准

⑥
障
害
関
係
予
算
の
国
際
水
準
に
見

合
う
額
へ
の
増
額

■
利
用
者
負
担
に
お
け
る
当
面
の
措
置

国
は
、
自
立
支
援
法
廃
止
ま
で
の

間
、
応
益
負
担
（
定
率
負
担
）
制
度

の
速
や
か
な
廃
止
の
た
め
、
平
成
二

十
二
年
四
月
か
ら
低
所
得
（
市
町
村

民
税
非
課
税
）
の
障
害
者
及
び
障
害

児
の
保
護
者
に
つ
き
、
自
立
支
援
法

及
び
児
童
福
祉
法
に
よ
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
及
び
補
装
具
に
係
る
利
用

者
負
担
を
無
料
と
す
る
措
置
を
講
じ

る
。
な
お
、
自
立
支
援
医
療
に
か
か

る
利
用
者
負
担
の
措
置
に
つ
い
て

は
、
当
面
の
重
要
な
課
題
と
す
る
。

■
履
行
確
保
の
た
め
の
検
証

以
上
の
基
本
合
意
に
つ
き
、
今
後

の
適
正
な
履
行
状
況
等
の
確
認
の
た

め
、
原
告
団
・
弁
護
団
と
国
と
の
定

期
協
議
を
実
施
す
る
。
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